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1） 第88号 金 木 だ よ り 昭和42年1月1

｜
◎
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
乗
る
な
ら

飲
む
な

、
お
っ
と
危
な
い
逆
あ
そ
び
、

Ｊ欧
一
子
ど
も
も
親
も
気
を
つ
け
て

叩
一
一
、
鋤
皿
は
心
の
し
ま
り
戸
の
し

左
迅
に
よ
り
、
軽
油
の
免
税

申
請
の
受
付
け
を
し
ま
す
の

で
、
申
請
す
る
農
家
の
方
は
忘

れ
ず
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
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と
き
昭
和
四
十
二
年
二
月

三
日

と
こ
ろ
金
木
町
役
場

準
備
す
る
も
の

◎
個
人
の
勘
合

①
免
税
軽
油
使
用
者
証

②
耕
作
証
明
書
（
農
業
委

員
会
発
行
）

③
印
か
ん

◎
り
ん
ご
共
防
組
合
、
ト
ラ

ク
タ
ー
利
用
細
合
の
場
合

前
記
の
ほ
か
、
受
益
者
反

別
紙
明
書
、
年
間
作
業
計

画
蓄
、
前
年
の
軽
油
の
納

品
書
ま
た
は
領
収
書
、
組
一
一

合
名
簿
を
添
付
の
こ
と
。
｜
’

、
泣
き
寝
入
り
未
届
け
か
生
む

〆

次
の
罪

防
犯
・
交
通
安
全
標
語

編
集
企

発
行
所
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》
案
理
由
の
説
明

の
あ
と
、
中
村
本
典
向
田
堰
調

査
特
別
委
員
長
か
ら
、

一
、
工
事
費
が
期
大
し
た
の
は

昭
和
三
十
九
年
に
識
決
し
た
工

事
を
す
み
や
か
に
実
施
し
な
か

っ
た
た
め
で
あ
る
。

ｉ
～
２
１

向
田
堰
に
論
議
が
集
中

十
二
月
二
十
日
招
錐
さ
れ
た
第
四
十
一
回
定
例
町
議
会
は
、
向
田
堰

問
題
を
中
心
に
白
熱
し
た
論
議
を
展
開
し
、
町
長
の
報
酬
を
引
き
下

げ
る
議
案
の
提
出
が
あ
る
な
ど
荒
れ
模
様
の
議
会
で
し
た
が
、
こ
の

議
案
を
否
決
し
た
ほ
か
は
、
補
正
予
算
な
ど
七
件
を
原
案
ど
お
り
可

決
し
、
二
十
四
日
閉
会
し
ま
し
た
。

①町長選挙

4氏が立候補し、小田川ダムや病院問題を中心に激しい選挙

戦が展開され、3月20日投票が行なわれた結果、三上武男氏
3876票、秋元正衛氏3,650票､秋村米太郎氏703票､､大橘忠雄
氏304票で三上武男氏か当選。

②金木病院事件

公立金木病院の敷地買収にからんで、病院組合議員に不正の

疑いかあるとして金木警察署では組合議員全員を逮捕。町民に
大きなショックを与える。

③電報電話局の新築と電話の自動化

金木営林署向かいに髄報雌話局か新築され、これに伴い8月

14日午前零時を期して1u話かいっせいに自動化された。また、

五所川原、青森、弘前など県内17地域と市外即時通話ができる

ようになった。

④南中学校1．2期工事完成

昭和40年から総工費1徳1千624万円3か年継続事業として

始められた南中学校は7月1．2期工覗が完成し、2学期から新

校舎で授業を開始。鮫後の3期工事も謡工されており、42年の

7月頃完成の予定。

⑤金木一五所川原間県道の舗装

地元民が長い間念願していた金木一五所川原間県道の舗装

（7.468メー|､ル）が完成◎昭和42年度には金木一中里間刀舗

装も行なわれることになっている。

⑥農業委員の選挙

町
長
の
報
酬
引
下
げ
案
は
否
決

一
、
工
瓢
の
入
札
に
当
た
り
、

登
録
業
者
の
指
名
は
慎
重
に
す

べ
き
で
あ
る
。

一
、
向
田
堰
の
工
事
饗
は
県
で

査
定
し
た
一
千
百
七
十
万
円
は

了
承
す
る
が
、
こ
れ
以
上
支
払

い
す
る
こ
と
は
認
め
な
い
。

一
、
麻
袋
ブ
ロ
ッ
ク
も
設
計
茜

ど
お
り
施
行
さ
せ
る
こ
と
。

『
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７ 【提案理由の説明をする町長】

一
、
工
事
の
出
来
高
検
査
、
工

事
費
の
支
払
い
、
契
約
保
証
金

等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
処
理

が
適
切
で
な
い
の
で
注
意
さ
れ

た
い
。

一
、
工
事
の
変
更
に
つ
い
て
も

す
み
や
か
に
議
会
の
議
決
を
求

め
る
べ
き
だ
っ
た
。

一
、
工
事
の
施
行
に
当
た
っ
て

は
縦
横
の
命
令
連
絡
を
密
に

し
、
議
会
の
議
決
を
尊
亜
し
て

遺
憾
の
な
い
よ
う
に
さ
れ
た

い
。
と
い
う
趣
旨
の
委
員
会
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

一
一
般
質
問
一

二
十
三
日
の
一
般
質
問
に
は

吉
崎
正
光
、
野
宮
雄
造
、
田
中

勇
吉
、
伊
藤
清
悪
へ
古
川
竹
夫

白
川
噴
義
、
秋
元
武
治
、
沢
田

茂
の
八
議
員
が
登
壇
し
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
町
長

の
所
信
を
た
だ
し
ま
し
た
。

一
、
向
田
収
間
胆
に
つ
い
て
貨

任
を
感
じ
て
い
る
か
。

一
、
出
稼
ぎ
所
得
を
非
課
税
と

す
る
考
え
は
な
い
か
。

I

ト

■。

家
庭
の
日
を
設
定

〃

青
少
年
問
題
協
議
会

と
鑑
妹
軸
耐
勢
癖
郡
銅
鋤
瞬
惨
一
垂
印
針
詳
記
卿
垂
沐
誰
蜂
窯
正

一
、
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
に
つ
一

い
て
。

一
、
観
光
開
発
計
画
に
つ
い
て

一
、
国
有
林
を
も
っ
と
活
用
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

一
、
昭
和
四
十
二
年
度
の
亜
点

施
策
を
明
ら
か
に
せ
よ
。

一
、
通
学
バ
ス
を
購
入
す
る
考

え
は
な
い
か
。

一
、
寅
任
あ
る
政
治
姿
勢
を
確

立
せ
よ
。

一
、
商
工
振
興
対
策
に
つ
い
て

一
町
長
答
弁
一

こ
れ
に
対
し
て
町
長
か
ら
つ

ぎ
の
よ
う
答
弁
が
あ
り
ま
し
た

一
、
向
田
堰
の
問
題
で
は
不
手

際
が
あ
り
、
深
く
反
省
し
て
い

る
。
今
後
十
分
注
意
し
て
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
の
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
す
る
。

一
、
現
在
出
稼
ぎ
者
の
実
態
を

把
握
す
る
調
査
を
進
め
て
お

り
、
こ
の
実
態
が
明
ら
か
に
な

っ
て
か
ら
、
出
稼
ぎ
所
得
の
非

裸
税
の
問
魍
も
検
討
し
た
い
。

一
、
プ
ー
ル
の
建
設
は
学
区
民

か
ら
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る

が
、
財
源
難
で
建
設
で
き
な
か

っ
た
。
今
後
財
源
と
に
ら
み
合

わ
せ
、
前
向
き
の
姿
勢
で
と
り

く
ん
で
い
き
た
い
。
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一
、
芦
野
公
園
の
縦
術
を
中
肥

に
、
観
光
開
発
を
計
る
。

一
、
国
有
林
解
放
問
題
の
推
移

と
に
ら
み
合
わ
せ
、
町
民
所
得

の
向
上
の
た
め
活
用
を
計
っ
て

い
き
た
い
。

一
、
南
中
学
校
の
通
学
バ
ス
は

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
聯
入

す
る
考
え
で
あ
る
。

一
、
小
田
川
地
区
土
地
改
良
事

業
の
推
進
と
、
国
営
事
業
の
荊

工
に
伴
う
土
地
改
良
区
の
統
一

編
成
、
住
宅
団
地
の
造
成
、
芦

野
公
園
を
中
心
と
す
る
観
光
施

設
の
整
備
等
を
亜
点
施
策
と
す

る
。一

、
自
ら
を
厳
し
く
反
省
し
、

責
任
あ
る
政
治
盗
勢
を
と
り
た

い
。一

、
信
用
保
証
協
会
に
対
す
る

出
費
な
ど
商
工
の
振
興
を
計
っ

て
行
き
た
い
。

二
十
四
日
の
殿
終
日
に
は
、

伊
藤
渭
慈
議
員
か
ら
、
向
田
堰

問
題
で
町
長
に
不
手
際
が
あ
っ

た
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

町
長
の
報
酬
を
現
在
の
九
万
円

秀
八
万
円
に
引
き
下
げ
る
議
案

が
捉
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成

十
一
、
反
対
十
四
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

／

不
良
化
防
止
対
策
な
ど
に
つ
い
『
、

て
話
し
合
い
を
し
、
「
家
庭
の
，
〆

調

日
」
を
設
定
す
る
こ
と
に
決
め
、

ま
し
た
。

背
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め

に
は
、
家
庭
の
平
和
が
一
番
大

切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
汗

毎
月
型
一
百
舩
日
を
蒙
庭
の
〆
舜

日
」
と
定
め
、
家
族
み
ん
な
が
☆
、
．

－

楽
し
く
剛
わ
ん
し
、
〃
平
和
な
承

家
庭
″
や
〃
子
ど
も
の
幸
福
〃

に
つ
い
て
考
え
た
り
、
反
行
し

た
り
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
す
身
〕

ま
た
、
警
察
と
小
・
中
学
校
２

如
趨
榊
串
睡
認
鍛
乱
唾
御
癌
識
伸
一
《

始
は
も
と
よ
り
、
随
時
夜
の
パ
岸
、

ト
ロ
ー
ル
を
行
な
い
、
子
ど
も

の
補
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す

が
、
子
ど
も
の
夜
遊
び
な
ど
に

つ
い
て
、
ふ
だ
ん
か
ら
家
庭
の
ｉ

注
迩
を
望
ん
で
い
ま
す
。
し
症

、
《

』

2

'if_☆

親、

ゴFf〒ハ
レ
モ
ノ
は
早
い

手
当
を
℃
…
・
…
…

41年産米予約減額補正

11,370俵に達す
、〆

00
、〆

伽
コ
ー

ｗ
望

昭
和
四
十
一

年
産
米
の
予
約

数
吐
は
一
千
五

百
五
十
人
、
十

万
二
千
二
百
俵

で
し
た
か
、
冷

害
、
水
密
、
職

密
、
不
稔
障
害

等
に
よ
る
稲
の

減
収
の
た
め
、

予
約
の
減
額
補

正
数
型
か
一
万

一
千
三
百
三
十

七
仮
（
七
百
三

十
五
人
）
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

一

国
ク

つ
ち
に、

℃
０
０

〃ｌ
Ｏ
Ｏ

０
０
０

－－■

苦
月
二
十
九
日
は

衆
議
院
議
員
の
投
票
日
で
す
一

一
．
よ
く
聞
き
、
よ
く
見
、
よ
く
考
え
て
投
一

一
票
し
よ
う
。

一
．
立
会
演
説
会
は

一
月
十
六
日
（
月
）
午
後
一
時

金
木
町
青
年
研
修
所
一

″
午
後
六
時

一
！
ｉ
ｉ
・
ｉ
・
…
！
・
跡
：
蝿
・
跡
…
畔
娠
自

生
ま
れ
た
人

△
白
川
洋
一

（
満
郎
長
男
）
金
木

ハ
原
川
良
輝

（
良
郎
隆
男
）
〃

△
営
越
稔

（
貞
之
助
二
男
）
〃

△
中
谷
降
之

（
篭
長
男
）
〃

△
吉
田
浩

（
美
津
男
長
男
）
時
田

△
佐
野
籾
香

．
（
幸
夫
二
女
）
弼
瀬

△
土
岐
小
百
合

（
安
春
二
女
）
〃

△
山
中
美
子

ｌ
’

剛

；
州

リ

幽
厭
籍
糊
鎧
織
醗

叩
山
叩
川
別
、
州
唯
、
帆
Ⅲ
阿
川
０
〃
Ｗ
Ｉ
ｊ
Ｊ
１
．
ｆ
ｒ
０
咽
川
刎
捌

イ
ー
州
１
脚
）
金
木

△
野
密
百
合
子

（
徳
二
二
女
）
〃

淵

一

1 ’
U:1

｜
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ノアIII･
川

-}－で
／、

ョに
〆、へ

八九
○○
ーゞ

〃1，'イ
艮
市

〈
十
一
調
月
届
出
分
） ｐ

ｐ
■
■
■
■
日
い
ば
一

’ 227



「
、

切

第88号 金
一
稲
か
低
温
に
雌
も
弱
い
時
期
に
一
定
す
る
耐
冷
性
の
強
い
奨
励
品
一

｜
》
峠
斗
柚
信
岬
一
や
《
州
跡
雫

よ

件
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
重
な
り
、
農

だ
家
の
必
死
の
努
力
も
豊
作
を
勝

ち
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

一
な
か
で
も
悪
か
っ
た
の
は
八

月
初
め
の
低
温
で
、
股
家
の
人

木
た
ち
ば
か
り
で
な
く
、
わ
れ
わ

れ
技
術
宿
導
者
も
ど
う
な
る
こ

り 昭和42年1月10日（火） (2）
甦
御
甦
壁
岬
鮭
畔
睡
挙
岬
娠
施
一
姪
輔
毒
鋤
鯉
転
函
酵
御
娠
蝿
封

昭
和
四
十
一
年
の
稲
作

は
予
想
外
の
減
収
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
ど
う
に
も
な

ら
な
い
自
然
条
件
ｌ
そ
う

い
う
自
然
条
件
か
ら
く
る

被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
す
る
の
が
殴
新
の
技
術

で
あ
り
、
股
家
の
努
力
だ

と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
稲
作
の
安
全

多
収
を
は
か
る
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い

う
こ
と
で
、
金
木
地
区
股

業
改
良
普
及
所
か
ら
「
稲

作
・
昨
年
の
反
省
と
今
年

の
指
針
」
と
い
う
題
で
原

稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 ！＃稲

作
は
ど
う
す
べ
き
で
あ
る
か

で
あ
る
が
、
そ
の
年
の
天
候
か

｜
｜
あ
蜂
嘩
劫
託
瀝
唖
乙
僻
温
に
よ

る
成
育
の
お
く
れ
、
不
稔
障
害

が
多
発
し
、
深
水
か
ん
が
い
し

な
か
っ
た
稲
ほ
ど
減
収
を
来
た

し
て
い
る
。

加
え
て
数
度
に
わ
た
る
水
密

が
で
て
、
水
Ｗ
地
帯
特
有
の
黄

化
萎
縮
病
も
多
発
し
、
ま
た
異

附
天
候
か
ら
稲
白
葉
枯
病
、
ウ

ン
カ
等
の
病
沓
虫
も
平
年
よ
り

多
く
見
ら
れ
、
十
月
上
旬
の
降

職
は
出
穂
を
お
く
ら
せ
登
熟
を

不
完
全
に
し
、
刈
取
り
期
の
長

雨
は
米
質
の
低
下
を
招
き
、
平

年
作
を
下
側
る
収
朏
と
な
っ
た

こ
と
は
、
な
ん
と
し
て
も
残
念

で
あ
っ
た
。

向
上
し
た
防
除
体
勢
・

し
か
し
、
一
面
で
は
防
除
体

勢
の
向
上
に
よ
り
、
例
年
多
発

し
て
い
る
〃
い
も
ち
病
″
〃
も

ん
が
れ
病
〃
〃
ニ
カ
メ
イ
虫
″

等
の
主
要
病
害
虫
の
発
生
を
蚊

少
限
度
に
く
い
と
め
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
せ
め
て
も
の
な

ぐ
さ
め
で
あ
る
。

畑
苗
代
で
健
苗
育
成
を

さ
て
、
昭
和
四
十
二
年
度
坐

a

観測田における収量調査 極
を
選
ぶ
こ
と
を
お
勧
め
し
た

い
Ｏ

そ
れ
か
ら
大
蛎
な
こ
と
は
健

苗
の
育
成
で
あ
る
。
金
木
町
の

股
家
は
も
っ
と
行
繭
刀
法
を
改

善
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
つ

ま
り
、
畑
茄
代
を
多
く
段
世
し

う
す
播
き
と
し
て
、
温
度
管
理

に
気
を
つ
け
（
発
芽
後
は
尚
温

に
し
な
い
）
、
太
い
丈
夫
な
苗

を
作
り
、
適
期
に
植
え
つ
け
る

よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

昭
和
四
十
一
年
に
、
股
家
の

方
女
か
も
っ
と
健
苗
育
成
に
つ

と
め
、
水
管
理
を
強
化
し
て
い

た
な
ら
ば
、
有
効
茎
歩
合
か
さ

ら
に
商
く
な
り
、
秘
数
も
多

く
、
不
稔
歩
合
も
少
な
く
て
す

ん
だ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

別
表
の
観
測
田
に
お
け
る
調

種
品苗代 膳Mzl勝脳｜
名陳式別|賊一一一-－－－－－_｜り玄米収'&玄米収’
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蕊灘
、両“同○○同OC

フジ

畑苗代'45905467ミ ノ

折衷苗代'447.6リ515．2’〆

従
結
果
で
も
わ
か
る
と
お
り
、

川
茄
代
が
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と

は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
畑
苗
代
の
繭
か
、
あ
る
て

い
ど
低
温
で
も
発
根
力
か
あ
り

活
荊
か
早
い
た
め
で
あ
る
。

寒
冷
地
に
お
い
て
は
、
い
つ

来
る
か
わ
か
ら
な
い
冷
害
年
の

こ
と
を
粥
に
考
腫
に
入
れ
て
、

安
全
多
収
を
期
す
こ
と
か
大
猟

一
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
八

月
十
日
噸
ま
で
に
出
穂
が
終
わ

る
よ
う
な
戦
端
方
法
を
と
る
べ

き
で
あ
る
と
思
う
。

低
温
に
は
深
水
か
ん
が
い

つ
ぎ
に
不
稔
障
沓
の
防
止
対

策
も
大
珊
で
あ
る
。
畦
畔
を
高

く
し
、
出
穂
前
二
十
’
十
日
の

頃
に
は
、
低
温
に
伽
え
、
い
つ

で
も
十
五
セ
ン
チ
く
ら
い
の
深

水
に
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で

あ
る
。

ま
た
、
病
害
虫
の
防
除
を
さ

ら
に
徹
底
的
に
、
総
合
的
に
実

施
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
除

草
の
省
力
化
と
効
率
化
に
力
を

入
れ
る
と
と
も
に
、
刈
取
り
、

脱
殻
、
乾
燥
方
法
に
つ
い
て
も

研
究
工
犬
を
こ
ら
し
、
股
家
も

側
係
剛
体
も
協
力
し
て
稲
の
蛎

収
、
多
収
化
へ
取
組
み
た
い
も

の
と
思
う
。

も
っ
た
い
な
い
稲
ワ
ラ
の
焼
き

す
て餓

後
に
一
言
し
た
い
こ
と
は

稲
ワ
ラ
の
堆
肥
化
と
こ
れ
の
利

用
で
あ
る
。
稲
ワ
ラ
を
田
ん
ぼ

で
焼
き
す
て
る
の
は
も
っ
た
い

な
い
話
で
あ
る
。
地
力
ば
一
年

で
培
養
し
得
な
い
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

失
業
傑
険
受
給
者
の
不
便
解

消
の
た
め
冬
期
間
開
設
さ
れ
る

巡
回
職
業
組
談
所
が
十
二
月
二

十
一
日
か
ら
開
設
さ
れ
ま
し
た

洲
設
場
所
は
金
木
町
青
年
研

修
所
で
、
四
月
二
十
六
日
ま
で

観測田における稲生育状況（鶏瀬）巡
回
職
業
相
談
所
が
開
設

ト

メ
f
f
p

f
P

P
f

I
P
ノ
f
P
f
j

f
P

I
f

I
ノ
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44751117.0122.0111011106
41．249．912.31203110.410.5

48．257．017．819，410．810．5

42．350．610.620.110.610．3
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55．357．721．2122．512．9，12．1

543584168122.712.3ill5

59．1632211121212.3120
54．658．6116．4123．011.811．8

:"洲制洲淵：

畑茄代

折衷前代

畑苗代

折衷苗代

畑苗代

折衷1ilIi代

7月10日｜フジミノリ
四
月
二
十
六
日
ま
で

I

嘉
瀬
の
沢
田
さ
ん
の

「
寒
露
梅
」
に
優
秀
賞

お
菓
子
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

昨
年
の
五
月
秋
田
で
開
ら
か

れ
た
全
国
菓
子
大
博
覧
会
で
、

金
木
町
嘉
瀬
の
沢
金
菓
子
店

（
沢
田
国
美
さ
ん
）
の
「
寒
露

梅
」
が
技
術
優
秀
賞
を
受
け
ま

し
た
。

沢
田
さ
ん
は
「
寒
露
梅
」
を

金
木
の
名
物
と
し
た
い
と
は
り

き
っ
て
い
ま
す
。Ｉ

有
線
放
送
の
呼
び

か
け
で
愛
の
献
血

Ｉ
公
立
金
木
病
院
Ⅱ

昨
年
の
十
二
月
二
日
午
後
六

時
ご
ろ
、
胃
か
い
よ
う
で
金
木

病
院
に
入
院
し
て
い
た
中
里
町

冊
哩
臘
腫
雌
一
鋸

毎
通
水
鯉
日
に
開
設
さ
れ
ま
す

十
二
月
二
十
一
日
の
第
一
回

目
の
支
給
日
に
は
、
金
木
、
中

里
地
区
の
失
業
者
三
百
七
十
三

人
に
総
額
二
百
九
十
万
円
の
保

険
金
か
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

平均

ト ワ夕

畑苗代

折衷苗代

畑苗代

折衷苗代

7月20日｜フジミノリ

｜平均

～

の
容
態
が
急
に
悪
化
し
、
輸
血

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
が
、
病

院
で
は
保
存
血
液
が
な
く
、
事

態
は
急
を
要
し
た
た
め
、
金
木

警
察
署
に
協
力
を
求
め
、
有
線

放
送
で
Ｏ
型
の
献
血
を
呼
び
か

け
た
と
こ
ろ
、
七
人
の
方
女
か

か
け
つ
け
、
合
わ
せ
て
八
百
“

の
献
血
を
し
、
こ
の
た
め
東
山

さ
ん
は
一
命
を
と
り
と
め
、
そ

の
後
の
経
過
も
順
調
と
の
こ
と

で
す
。

献
血
に
か
け
つ
け
た
方
女
は

金
木
高
校
一
年
野
上
銀
一
郎
君

同
野
宮
功
君
、
同
二
年
田
中
真

澄
君
、
五
所
川
原
商
業
三
年
大

橋
憲
君
、
五
所
川
原
市
の
雪
田

常
太
郎
さ
ん
、
金
木
町
の
大
橋

ー■●･ﾛﾛ■■■■Dppq-pU0p一”9．－9mCO一UDDg一『けり■－0，■U－O”q■■ﾛ■■■ロU■･一口9叩1■■■■ﾛDpD1■■
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i!･(昭和42年1月実施):
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目 言

｜改正前｜改疋後ミ
ミ：－．25年保険料を納付・25年保険料を納付11’

!i･40年傑険料を納付40灘険撫洲i
冒冒

年額42.000円年額96,000円：

!i老齢年金灘瀞”方法老齢年金の!;|蝉方法’◇月単位◇

泄淵識職詩雛聯剛
li納付年数×900円

目 二
；I 免 除 の 年 数 × 3 5 0 円

Ｐ
Ｊ

『
一

一
一二

鑑_≦

瀞 ‐
Ｊ
吋
矛
露
・
ニ
タ

ョ
罐
④
〆
璋
癖
耀

｜老齢年金

l－－－

ll
：｜

：’

l1…～～△

F1

笛＆_里幸一..‐．．行
雄
さ
ん
へ
徳
田
ム
ッ
さ
ん
の

七
人
で
、
東
山
さ
ん
の
家
族
や

病
院
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す

貯
水
池
の
そ
ば
の

道
路
は
広
く

今
年
は
近
年
に
な
い
大
雪
で

交
通
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
で
な
く
て
も
狭

い
道
路
に
自
動
車
な
ど
を
お
い

て
お
く
と
い
っ
そ
う
交
通
が
困

難
に
な
り
ま
す
。

と
く
に
、
貯
水
池
の
そ
ば
の

道
路
は
広
く
し
て
、
万
一
に
備

え
る
た
め
、
自
動
車
や
そ
の
他

じ
ゃ
ま
に
な
る
も
の
は
置
か
な

い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

ぜ

殿低額
年額60．000円

1級雌害者の加卵額
年額12‘000円

陣密の範囲
すべての隙瞥

｜・雌低額
年額24,000円

、1級肺宙者の加算額
年額6,000円

障害年金，陳瞥の範囲外部|庫誓
結核性の疾怨
非結核性か呼吸器

ヨ

凹

凸

夢縊垂
夛

■■■■凸

昭
和
四
十
二
年
度
に
お
い
て
造
林
さ
れ
る
方
は
左
記
に

よ
り
役
場
産
業
課
ま
で
予
納
金
を
添
え
て
申
込
み
く
だ
さ

る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

尚
申
込
み
の
際
は
地
名
地
番
を
お
忘
れ
な
く
。
又
、
新

植
、
補
植
の
区
別
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
る
よ
う
申
添
え
ま

す
。

記

一
、
申
込
期
日
昭
和
四
十
二
年
一
月
十
四
日
ま
で

一
、

杉
赤
松

黒
松

唐
松

唐
松

（
注
）

、
苗
木
価
格

杉
三
年
特
大
一
本

杉
三
年
大
一
本

杉
三
年
中
一
本

杉
三
年
小
一
本

赤
松
三
年
大
一
本

黒
松
三
年
大
一
本

唐
松
三
年
大
一
本

唐
松
三
年
小
一
本

（
注
）
右
の
価
格
に
組
合
員

十
銭
の
手
数
料
が
一

■
●
●
凸
ロ
。
●
ｑ
■
句
●
■
■
■
■
●
■
■
●
■
■
●
■
●
●
●
毎
■
■
《
■
■
③
○
ぬ
●
。
■
■
”
●

１
１
１

非紬核性力
疾忠
粘神病

両面胃未満の孑
妹1人の場合

年額19，2
・2人目以降）
算額

年額4．8

・雌低額
年額12，0

・2人[l以降の
算額

年額4．8

－

’

韓
騨‐

１
１
‐
｜

野
嘩
⑱
、

憧
林
窟
沐
吻
伸
処
跡
’
一
一
’

18才未満あｦz了孫蕗|’孫 弟

斗
妹1人の勘合

年額55,200円’
2人目以降の子の加I

「

00円
子の加

,’ 算額
改旧jiIと同じO01｣]

耳
・
■
■
■
■
■
旬
・
・
■
画
■
■
■
■
■
・
■
ロ
■
■
■
■
■
■
■
ロ
今
守
■
■
■
■
■
凸
・
■
ぬ
二
■
■
■
■
■
一
ら
・
争
■
■
■
一

曲
子
じ
叩
哩
一

一
川

一
円
の，

の
同
加
弱
・

扣
隆
と
矛
才
一

以
血
４
９
－

３
５
．

畔
聴
非
恥
一
課
一

顛
額
川
肥
・

一
“
年
泓
蝿
改
－
２
８
－
民
一

●
■

巳
０
Ⅱ
Ⅱ
４１″岬

池
畑
昭
昭

町
一

一
四
陣
佃
一
才
Ⅲ
才
旧
一
町
一

面
引
田
田
冊
田
圃
Ⅱ
１
３
１
１
１
１
１
‐
‘
’
１

一･子

は
三
十
銭
、

本
に
対
し
て

遺児年金1四七八九九
)円円円円円
引四十五十八
・十鎖十銭十
2銭銭銭

四
円
四
十
銭

四
円
四
十
銭

五
円
三
十
銭

四
円
六
十
銭

三
十
銭
、
組
合
員
外
は
六

に
対
し
て
加
算
さ
れ
ま
す

＝

・20才.～34才
月額100

保険料・35才～59才
月額150

■

金木町
ーー旧●G8一

1
1228


